
■天候

1 2 3 4 5 計 安 失

0 0 0 0 0 0 0 4

7 1 1 4 x 13 8 1

打 得 安 点 1 2 3 4 5

1 二         2 0 0 0 三振 三ゴ

2 一         2 0 0 0 三失 中飛

3 三 投       1 0 0 0 三振 死球

4 捕         2 0 0 0 二飛 中飛

5 投 三       1 0 0 0 三直 四球

6 中         2 0 0 0 三振 三振

7 右         2 0 0 0 三振 三振

8 遊         2 0 0 0 三ゴ 中飛

9 左         1 0 0 0 三振

          

          

          

          

          

          

15 0 0 0

■投手成績

0 2/3

3 1/3

打 得 安 点 1 1 2 3 4

1 遊         4 2 3 4 遊ゴ 中安 中安 左２

2 二 投       2 1 2 2 中安 四球 四球 中安

3 三         4 1 0 0 中失 一ゴ 三振 投ゴ

4 捕         1 1 0 1 四球 遊ゴ 中犠

5 右         2 2 1 0 四球 左２ 二飛

6 左         2 1 1 0 二飛 四球 三安

7 一         1 2 1 1 四球 四球 左安

8 中         2 2 0 1 四球 二飛 三失

9 投 二       2 1 0 1 四球 三振 三振

          

          

          

          

          

          

20 13 8 10

4

1

■戦評

　駒沢球場で行われた準々決勝第１試合はともにここまでの試合をコールドで勝ち上がってきた岡山県立岡山操山高校・通信制と長尾谷高校・通信
制の対戦となった。長尾谷は初回三者連続押出四球や相手の守備の乱れを逃さず打者１２人の猛攻で７点を奪う。勢いに乗る長尾谷は２回二塁打
で出塁した５番岡田が二つの暴投により生還し１点。３回一死三塁から４番中野の犠飛により１点と確実に追加点を上げる。点差を縮めたい岡山操
山であったが長尾谷先発三浦の前に無安打に抑えられ反撃の糸口をつかめない。４回長尾谷は１番田中の２点適時二塁打と２番小倉の２点適時
安打により計４点を追加し試合を決めた。５回この回から救援した長尾谷２番手小倉が岡山操山打線を無安打無失点に抑え試合終了。５回コールド
１３－０で長尾谷が勝利し準決勝に進出した。一方敗れた岡山操山であったが要所に好プレーが見られ点差を感じさせない試合をしていただけに初
回の大量失点がなんとも悔やまれる結果となった。

0 17

1 0 46

小　倉　　　創 小　倉　　　創 4 0 2 1

三　浦　梨　央 中　野　琢　斗 三　浦　梨　央 13 0 5

打者 安打 三振 四球 自責 投球数

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手 氏名 回数

合計 　残塁：5　　併殺：0

備考

東　谷　琉　希

森　野　愛　斗

三　浦　梨　央

田　中　梨　宮

小　倉　　　創

畑　　　蓮太郎

中　野　琢　斗

岡　田　大　輝

安　井　心　希

長尾谷・通

ポジション 氏名

5 1 79

0 4 1 32

今　門　泰　誠 今　門　泰　誠 22 7 3

安打 三振 四球 自責 投球数

栗　山　　　朔 森　末　晃太朗 栗　山　　　朔 8 1

　残塁：2　　併殺：0

備考

■バッテリー

投手 捕手 氏名 回数 打者

合計

栗　山　　　朔

景　行　聖　賢

坂　井　大　樹

杉　本　温　音

杉　本　知　陽

竹　腰　蒔　人

今　川　拓　哉

今　門　泰　誠

森　末　晃太朗

岡山操山・通 東中国・岡山

長尾谷・通 大阪

岡山操山・通

ポジション 氏名

■備考 ５回コールド

■審判 球審：松山　　　塁審：広中　清水　英賀

出場校名 代表地区

■日時 令和5年8月19日(土) 晴れ 岡山県立岡山操山高校・通　対　長尾谷高校・通

■球場 駒沢硬式野球場 第1試合　3回戦 ■試合時間 1時間22分
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